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岡岡 朋治朋治
多くの銀河の中心には、太陽の数百万倍以上の

質量を持つ巨大なブラックホールがあると考えられ
ています。
それらは周囲のガスを引き寄せ、重力エネルギー

を解放する事によって時に眩く輝く事があります。そ
して、私達の住む銀河系（天の川銀河）もまた例外
ではありません。
銀河系中心核は非常にコンパクトな電波源「いて

座A*」として認識されます。昨年、ドイツの研究グ
ループが、いて座A*に落下しつつある一つのガス
雲を発見しました。最新の予測によれば、このガス
雲は来年の春には中心核へ最接近します。
さて、来年の春、私達の住む銀河系の中心核は

一体どういう事になっているのでしょうか？


